
＜対策のポイント＞
本県獣医師の確保を図るため，大学訪問による受験勧誘や修学資金の貸与を行うほか，獣医師の採用後のスキルアップのため

の立案型研修等を実施する。
＜政策目標＞

本県における獣医師の確保・育成
※ 未来創造ビジョン体系 ６ 安心・安全な県民生活の実現，10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上

１０ 生産性向上に関する施策（１０－４）

■ 獣医師確保対策事業【継続】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部畜産振興課管理係（099-286-3216）

【令和７年度予算額 27,705千円】
財源（一財）

獣医師確保修学資金
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＜対策のポイント＞
県内において，本県の畜産・畜産物への理解醸成や，消費拡大を図るためＰＲ活動を実施する。
また，「かごしま地鶏」の販路拡大を図るため，大都市圏で開催される展示会・商談会に出展する。

＜政策目標＞

県産畜産物の販路拡大と県内における畜産業への理解醸成
※ 未来創造ビジョン体系 10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 02 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－２，９－４，９－５）

■ 畜産の魅力発信事業【新規】

１ 目的

本県畜産物の認知度向上及び販売量の拡大を目指す。

２ 事業主体（※負担割合）

「かごしま畜産の日」実行委員会，県，
鹿児島県地鶏振興協議会

３ 事業内容

(1) 安全・安心な県産畜産物の情報を提供するフェア開催等
(2) 「かごしま畜産の日」の推進
(3) 大都市圏で開催される展示会・商談会に出展
(4) 販売促進資材の作成
(5) 広報活動の実施 等

４ 事業期間

令和７～９年度（３か年）

〔お問い合わせ先〕

鹿児島県農政部畜産振興課企画経営係（099-286-3218）

【令和７年度予算額 1,217千円】
財源（一財）

県内 畜産フェア開催

＜主な事業の流れ・補助率等＞
定額

県 「かごしま畜産の日」実行委員会 等

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

大阪 展示商談会出展
(かごしま地鶏)

大阪 展示商談会出展
(かごしま地鶏)

県内 出前授業
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＜対策のポイント＞
「ＪＧＡＰ畜産」に係る制度の普及・啓発を図り，農場における認証の取得を推進するとともに，ＪＧＡＰ指導員等の育成・

確保を図ります。

＜政策目標＞
畜産農家等が「ＪＧＡＰ畜産」の認証取得等を通じて畜産物の安全を確保し，より良い生産工程管理を実現
※ 未来創造ビジョン体系 ６ 安心・安全な県民生活の実現，10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

３ 安全で安心な農畜産物の安定供給及び農業資材の確保に関する施策
（３－１）

■ 畜産ＪＧＡＰ普及推進事業【継続】

１ 目的
今後，本県畜産物の国内外での販路拡大等に繋げるため，

畜産物 の安全を確保し，より良い生産工程管理を実現する
「ＪＧＡＰ畜産」の認証取得を推進する。

２ 事業主体（※負担割合）
県（国・県，定額（一部上限額あり））

３ 事業内容
⑴ 認証取得の支援

生産者の認証取得に係る経費を助成
（上限額は右図のとおり）

⑵ ＪＧＡＰ指導員の育成・確保
指導員の研修参加に必要な経費を助成

４ 事業期間
令和６年度～令和８年度（３か年）

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部畜産振興課畜産流通対策係（099-286-3219）

＜事業の流れ＞
 

【令和７年度予算額 2,080千円】
財源（国庫）

認証の種別 助成額の上限
（消費税は対象外）

JGAP家畜・畜産物（農場HACCPとの差分審査） 60千円/戸
JGAP家畜・畜産物（上記以外） 150千円/戸

●認証取得助成上限額（個別認証の場合）

国 県 農業者等

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
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＜対策のポイント＞
畜産農家・食肉処理施設・輸出事業者等が連携し，生産から輸出まで一貫して輸出促進を図る体制（コンソーシアム）の取

組をさらに加速させるため，コンソーシアムが実施する商談，プロモーション，輸出先国の求めに応えるための取組等への対
応を支援します。

＜政策目標＞

令和７年度における牛肉の輸出量：3,000ｔ（県農林水産物輸出促進ビジョンにおける目標値）

※ 未来創造ビジョン体系 10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－２，９－５，９－６）

■ 畜産物輸出コンソーシアム推進対策事業【継続】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１ 目的

ＴＰＰ１１や日ＥＵ・ＥＰＡに続き，日米貿易協定の発効
など，国際的な経済連携が進展する中，「攻め」の対策とし
て「鹿児島和牛」，「かごしま黒豚」等の更なる輸出拡大を
図る。

２ 事業主体

県内各コンソーシアム
（定額（国庫）うち(2)の設備改良・導入，(5)は1/2補助）

３ 事業内容

(1) コンソーシアムの設立・運営支援
(2) 輸出先国の基準に対応するための取組支援
(3) アニマルウェルフェアの推進及び血斑発生低減に向けた取組支援

(4) 新たなコンソーシアムの育成支援
（5） 畜産物の流通・品質保持等に係る試験実証等支援

４ 事業期間

令和７年度（１か年）
Ｋ

〔お問い合わせ先〕

鹿児島県農政部畜産振興課畜産流通対策係（099-286-3219）

【令和７年度予算 443,372千円】
（全額令和６年度３月補正）
財源（国庫）

＜事業の流れ・補助率等＞

県 各コンソーシアム

定額 （一部1/2補助）

国

定額 （一部1/2補助）
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＜事業の内容＞

＜対策のポイント＞ 県産和牛の国内外における販路拡大を図るため，「和牛日本一鹿児島応援店」等への活動支援や首都圏を
ターゲットにした取組を強化するほか，海外では，継続した取組に加え，台湾・ＥＵ・米国に対する取組を強化します。

＜政策目標＞県産牛肉の国内外における販路拡大
※ 未来創造ビジョン体系 10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

１ 目的
・和牛日本一鹿児島の認知度向上及び県産和牛の消費拡大
・首都圏の食肉実需者への県産和牛の理解醸成と認知度向上
・輸出による販路拡大

２ 事業実施主体（負担割合）
県（10/10），鹿児島県食肉輸出促進協議会（1/2以内）
和牛日本一鹿児島応援店，県産和牛の消費拡大に取り組む団
体（1/2以内）

３ 事業内容
（１）国内対策 【予算額：29,224千円】

ア 和牛日本一応援店等活動支援
・和牛日本一鹿児島応援店等におけるＰＲ活動等の支援
・県産和牛の消費拡大に取り組む団体が行う活動の支援

イ 高級スーパー・高級レストランなどを活用したＰＲ支援
・首都圏における和牛日本一鹿児島応援店の登録推進
・高級ホテル・レストランにおけるＰＲ

(２）海外対策 【予算額：13,978千円】
・ 食品展示会等への出展PR,商談フォローアップ等の支援
・ 海外でのイベント開催支援

４ 事業期間
令和７～９年度（３カ年）

＜事業の流れ＞
県 和牛日本一鹿児島応援店，

県産和牛の消費拡大に取り組む団体等

＜事業イメージ＞

９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－２，９－５，９－６）

■ 「和牛日本一鹿児島」販路拡大事業【拡充】
【令和７年度予算額 43,202千円】
財源（国庫：9,889千円，一財：33,313千円）

国内対策
〇 和牛日本一応援店等活動支援

和牛日本一鹿児島PR
ロゴを活用したPR資材，
広告掲載（看板，SNS），
イベント試食提供

〔お問い合わせ先〕

鹿児島県農政部畜産振興課畜産流通対策係（099-286-3219）

海外対策

食品展示会・商談会への出展
商標・地理的表示（ＧＩ）

登録による差別化

シェフによる産地視察 ホテル・レストランフェア

〇 高級スーパー・レストランなどを活用したPR支援

1/2以内,定額
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＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

＜対策のポイント＞ 経済連との連携によって「鹿児島黒牛」を推奨銘柄に位置づけ，東京食肉市場で開催される「東京食肉
市場まつり」に本県として初めて参画し，首都圏にむけて鹿児島県産和牛の認知度向上を図ります。

＜政策目標＞ 県産牛肉の認知度向上
※ 未来創造ビジョン体系 10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

１ 目的
東京食肉市場で開催されるイベントである東京食肉市場まつりに

本県として初めて参画し，首都圏の卸売事業者など食肉実需者や東
京食肉市場まつりを訪れる和牛肉愛好家など高級嗜好の高所得者層
の消費者を対象に，「和牛日本一鹿児島」の認知度向上を図る。

２ 事業実施主体（負担割合）
東京食肉市場まつり鹿児島県実行委員会（1/2以内）
鹿児島県（10/10）

3 事業内容

(1) 東京食肉市場まつり鹿児島実行委員会 【予算額：10,000千円】
・「鹿児島黒牛」を推奨銘柄とした枝肉共励会の開催
・首都圏の仲卸事業者の宣伝販売を中心とした東京食肉市場まつ

りに参画

(２) 協賛県ＰＲコーナーの運営管理 【予算額：18,611千円】
・ 鹿児島県産品等の販売・ＰＲコーナーの設置

４ 事業期間
令和７年度

＜事業の流れ＞
県 → 東京食肉市場まつり鹿児島県実行委員会（負担金）

（1）東京食肉市場まつり鹿児島県実行委員会

実行
委員会

推奨銘柄牛
鹿児島黒牛

（2）東京食肉市場まつりにおける協賛県PRコーナー
の運営管理

○鹿児島県産品等の販売・
ＰＲコーナーの企画・運営

鹿児島県
県経済連

「鹿児島黒牛」
枝肉共励会

東京食肉市場まつり
銘柄牛しゃぶしゃぶふるまい等
（←宮城県副知事）

仲卸事業者による
銘柄牛販売

９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－２，９－５）

■ 東京食肉市場まつり事業 【新規】
【令和７年度予算額 28,611千円】
財源（一財）

〔お問い合わせ先〕

鹿児島県農政部畜産振興課畜産流通対策係（099-286-3219）
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＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

＜対策のポイント＞ 新たな付加価値の可能性について，関係機関と協議し，新しいハイブランドとして構築できるのかなど，

中長期的に探り，高付加価値での訴求が見込まれそうな取組について情報収集を行うとともに，関係機関等とハイブランドの
可能性について協議する場を設けます。

＜政策目標＞ 県産牛肉の付加価値向上
※ 未来創造ビジョン体系 10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

1 目的
「美味しさ」に特化したオレイン酸などのMUFA含量に係る基（目

標）等を設定した新しいハイブランドについての検討を行う。
海外において，ＥＵ等ではＡＷや環境負荷軽減に配慮した畜産が望

まれているため，付加価値の高い和牛肉の生産についての検討を行う。

2 事業主体（負担割合）
鹿児島県（10/10）

3 事業内容

（１）「美味しさ」のある和牛生産検討会 【予算額：586千円】
畜産関係機関を対象に研修会・検討会を開催し，県産和牛の付加

価値向上のあり方を検討する。【肉振協】
○ ＭＵＦＡ等「美味しさ」に係る基準(目標)づくりについて検討
○ 育種改良・飼養管理からの「美味しさ」向上対策について検討

（２）環境負荷軽減・アニマルウェルフェア（以下ＡＷ）検討会
【予算額：1,017千円】

県食肉輸出促進協議会・ＥＵ向け輸出農場等を対象に研修会・検
討会を開催し，ＥＵ等向け輸出のあり方を検討する。【県輸出協】
○ 温室効果ガスの削減の取組について検討
○ AWの取組強化について

４ 事業期間 令和７年度

（２）環境負荷軽減・ＡＷ等付加価値向上対策に係る検討会

【県輸出協】 Ｒ７年度
付加価値向上研修会

Ｒ８〜Ｒ９年度
・取組ができる事業者の試験的取組を支援

Ｒ９〜Ｒ10年度
・経済性も含めた高付加価値牛肉の商品化の検討

→ AW・環境配慮ブランディングの検討

・海外でのニーズや取組実態の情報収集
（専門家を呼んだ研修会等の実施）

・高付加価値牛肉の経済性等の検討
（専門家を呼んだ研修会等の実施）

【肉振協】
Ｒ７年度 検討・研修会

（１）「美味しさ」のある和牛生産検討会【肉振協】
Ｒ８〜Ｒ９年度
【各部会での検討協議】
○生産・改良部会

→改良・生産技術の検討
○情報・経営部会

→生産者等への研修
○流通・販売部会

→PR・販売促進
Ｒ９〜Ｒ10年度
【第13回全共の結果等から
基準案の検討】

対
応
協
議

（専門家を呼んだ研修会等
情報収集の実施）

９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－２，９－５，９－６）

■ 県産和牛付加価値向上対策事業 【新規】
【令和７年度予算額 1,603千円】
財源（一財）

〔お問い合わせ先〕

鹿児島県農政部畜産振興課畜産流通対策係（099-286-3219）
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＜対策のポイント＞
肉用牛関係者が意思統一を図りつつ，強力かつ総合的な指導を行うため，「鹿児島県肉用牛振興協議会」を通じた推進指導体

制の整備・強化に取り組みます。

９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－３）

■ 肉用牛振興システム整備強化事業【継続】

１ 目的
肉用牛関係機関・団体の緊密な連携のもとに，肉用牛振興

の基本方針等について協議し，生産から流通販売に至るまで
の諸課題の早期解決を図り，農家所得の向上に資する。

２ 事業主体
鹿児島県肉用牛振興協議会（事務局：県畜産振興課）

３ 負担割合
県（１／３以内）

４ 事業内容
・本部活動
専門部会（「生産・改良」,「情報・経営」,「流通・販売」）
牛飼い塾，技術員研修会の開催など

・支部活動（11支部）
技術員・農家研修会の開催，農家の技術指導など

５ 事業期間
平成７年度～

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部畜産振興課肉用牛酪農係（099-286-3223）

【令和７年度予算額 2,074千円】
財源（一財）

協議会の構成メンバー
鹿児島県(事務局；畜産振興課)，衛指協，各市町村，県農協中央会県経済連，
全和県支部，県畜産協会，共済組合，県県系統畜産連協，県獣医師会，県酪農協
県人工授精師連合会，県種雄牛協会，開拓農協，県家畜商協，県配飼協
県食肉生活衛生同業組合，鹿大，(株)JA食肉かごしま，(株)ナンチク，
サンキョーミート(株)，(株)カミチク，スターゼン(株)，各農協，各畜連

会員79

生産・改良部会

総会

幹事会

生産基盤強化推進本部

鹿児島県肉用牛振興協議会の概要

企
画
立
案
・
検
討
・
調
整
等

企
画
推
進
会
議

情報・経営部会

流通・販売部会

課
題
解
決
の
た
め
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

生産現場の課題解決

情報の活用促進

ＰＲによる消費・販売の拡大

11支部

肉用牛農家

技術者研修
生産者研修

意思統一を図り，
統一した指導体制

鹿児島・日置支部，指宿支部，川辺支部，川薩支部，出水支部
姶良支部，伊佐支部，曽於支部，肝属支部，熊毛支部，大島支部

技術指導・経営指導・情報交換など

統一された適切な技術指導や

最新の経営実績に基づく助言等により，
所得向上と経営の安定を図る。

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
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＜対策のポイント＞
第13回全国和牛能力共進会北海道大会に向けて，関係機関・団体が一体となり，出品対策に取り組みます。

＜政策目標＞
第13回全共北海道大会における「和牛日本一」の獲得と「鹿児島黒牛」の更なる改良とブランド力向上
※ 未来創造ビジョン体系 10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－３）

■ 全国和牛能力共進会出品対策事業【継続】

１ 目的
令和９年に北海道で開催される全国和牛能力共進会で優

秀な成績を収め，「鹿児島黒牛」の銘柄確立とより一層の販
路拡大を図るため，関係機関・団体が一体となり，出品対策
を実施する。

２ 事業主体（※負担割合）
(1) 第13回全国和牛能力共進会鹿児島県推進協議会（県1/3）
(2) 市町村（県10/10）

３ 事業内容

(1)「チーム鹿児島」強化対策事業 【予算額： 3,878千円】
・ 出品候補牛の確保及び飼養管理の巡回指導
・ 優良雌牛の選定及び計画交配
・ 全共対策技術実証

(2) 第13回全国和牛能力共進会出品対策事業
【予算額：14,500千円】

・ 優良繁殖雌牛の導入及び短期肥育技術実証への支援

４ 事業期間
令和５年度～令和９年度（５か年）

＜県代表牛決定までの流れ＞

【令和７年度予算額 18,378千円】
財源（特定：13,500千円，一財：4,878千円）

優良な種牛の
確保 ・ 選抜

計画
交配 →

候補牛
生 産 →→ 選抜 →

県代表牛
決 定

導入した優良繁殖雌牛を畜産共進会に出品
改良状況の確認と地域内の改良基礎牛として保留

KPI：県内保留率85%以上

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部畜産振興課肉用牛酪農係（099-286-3223）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

MUFA向上に向けて飼養管理技術の改善に
取り組んだ肥育牛を調査，有効な技術の共有

KPI：オレイン酸の含有率：55%以上

全共対策技術実証（栄養度改善技術実証，
長距離輸送調査など）

優秀な肥育もと牛の選抜と生産
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＜対策のポイント＞

肉用子牛生産農家の経営安定を図るため，肉用子牛生産者補給金制度の生産者積立金の一部を支援します。導入事業にかかる基金
の有効活用

９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－３）

■ 肉用子牛価格安定対策事業【継続】

１ 目的

肉用子牛（月齢12か月未満）の生産者に対し，生産者補給
金を交付すること等により，肉用子牛の生産及び価格の安定
を図り，肉用子生産経営の健全な発展に資する。

２ 事業主体

（公社）鹿児島県畜産協会

３ 事業内容

・ 肉用子牛の平均売買価格が合理化目標価格を下回った場
合に交付される生産者補給金の交付財源となる生産者積立
金の一部を助成する。

・ 肉用子牛生産者補給金制度の円滑な推進を図るため(独)
農畜産業振興機構からの委託により，指定協会に対し助言，
指導，調整等を行う。

４ 事業期間

令和７年度～令和11年度

〔お問い合わせ先〕

鹿児島県農政部畜産振興課肉用牛酪農係（099-286-3223）

【令和７年度予算額 43,934千円】
財源（特定：19,454千円，一財24,480千円）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

黒 毛 和 種　 574,000円 　交付金

その他肉専　  334,000円

乳　用　種　　164,000円

交　雑　種　　274,000円

生産者 鹿児島県　　　助成金

黒 毛 和 種　 446,000円 黒毛和種 黒毛和種 　　　　黒毛和種

その他肉専  　259,000円　 400円 400円

乳　用　種　　110,000円　 　　

交　雑　種　　216,000円　

下回った価格

の９割支給　

関税収入

平均売買価格

国　　庫
保証基準価格

（令和７年度）

財源は，全額国（機構）

合理化目標価格

（令和７年度）

　800円

財源は，県畜産協会へ積立てた基金

（国1/2，県1/4，生産者1/4）

生

産

者

補

給

金
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＜対策のポイント＞

肥育農家の経営安定を図るため，肉用牛肥育経営安定交付金制度の生産者積立金の一部を支援します。畜導入事業にかかる基金の
有効活用

９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－３）

■ 肥育牛価格安定対策事業【継続】

１ 目的

肥育経営が悪化した場合に肥育経営を維持するのに必要な
経費を軽減するための助成を行い，肥育経営の安定に資する。

２ 事業主体

（公社）鹿児島県畜産協会

３ 事業内容

肥育経営の安定を図るため，肉用牛肥育経営が悪化した場
合に，肥育経営を継続するのに必要な経費を軽減するための
補填金の交付財源となる基金の生産者積立金の一部を助成す
る。

※ 肥育牛１頭あたりの標準的販売価格が標準的生産費を
下回った場合に，肥育牛生産者に補填金が交付される。

４ 事業期間

令和７～９年度

〔お問い合わせ先〕

鹿児島県農政部畜産振興課肉用牛酪農係（099-286-3223）

【令和７年度予算額 64,737千円】
財源（特定：28,358千円,一財36,379千円）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
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＜対策のポイント＞

家畜導入事業基金を有効に活用するため，家畜導入が活発な市町村に財源を割り当て直し，家畜導入を促進する。畜導入事業に

※ 未来創造ビジョン体系 10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上

９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－３）

■ 家畜導入事業（実施主体間調整事業）【継続】

１ 目的

県内の畜産農家を対象に繁殖雌牛の導入を推進し，肉用牛
資源の確保を図る。

２ 事業主体

市町村

３ 事業内容

・ 市町村が家畜導入事業基金を活用して，繁殖雌牛を導
入し，農家に貸付を行う。

・ 家畜導入事業基金を有効に活用するため，家畜導入が
活発な市町村に財源を割り当て直す。
（実施主体間調整事業）

４ 事業期間

平成24年度～

〔お問い合わせ先〕

鹿児島県農政部畜産振興課肉用牛酪農係（099-286-3223）

【令和７年度予算額 23,000千円】

購入

＜事業の流れ＞

県 市町村

実施主体間調整

実施主体間調整

支払い

畜
産
農
家

貸付

譲渡

期間満了時
対価納付

県

26市町村

基金（301千円/頭）
※大島地域，三島，十島(330千円/頭)

対価
繰入

取崩し造成

返納

割り当て

家畜市場

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

繁殖雌牛導入
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＜対策のポイント＞

「肉量・肉質」のバランスのとれた優良種雄牛を選抜・育成し，「鹿児島黒牛」の銘柄確立と更なる畜産振興を図ります。

＜政策目標＞

「鹿児島黒牛」の銘柄確立

※ 未来創造ビジョン体系 10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上

９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－３）

■ 「鹿児島黒牛」改良増殖推進事業【継続】

１ 目的

受精卵移植や遺伝子診断技術を活用した候補種雄牛の生産

や産肉能力検定を実施し，産肉性や飼料効率に優れた種雄牛

の選抜・造成に取り組む。

２ 事業主体（※負担割合）
県（県 100%）

３ 事業内容

⑴ 優良種雄牛候補確保対策事業 【予算額： 6,977千円】

⑵ 直接検定事業 【予算額：17,141千円】

⑶ 産肉能力検定事業 【予算額：68,635千円】

⑷ 種雄牛管理等推進事業 【予算額： 1,129千円】

４ 事業期間
平成22年度～

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部畜産振興課肉用牛酪農係（099-286-3223）

【令和７年度予算額 93,882千円】
財源（特定：83,711千円，一財：10,171千円）

受精卵移植技術・遺伝子診断技術を活用した
優良種雄牛の生産・選抜

【優良種雄牛候補確保対策事業】

候補種雄牛の直接検定の実施

【直接検定事業】

候補種雄牛の産肉能力検定の実施

候補種雄牛選抜に係る会議の開催，種雄牛の貸付，
種畜検査の実施

県有種雄牛
造成 「鹿児島黒牛」銘柄確立へ

県内生産農家へ
凍結精液分譲

【種雄牛管理等推進事業】

【産肉能力検定事業】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
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＜対策のポイント＞
組織的な能力検定の普及定着化，分析データに基づく飼養管理等の指導強化を行います。

＜政策目標＞
酪農の生産基盤の維持・拡大（県酪農・肉用牛生産近代化計画 目標：経産牛頭数9,500頭（Ｒ12年度））

９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－３）

■ 乳用牛改良増殖対策事業【継続】
（乳用牛群検定普及定着化事業）

１ 目的
検定の実施と検定データのフィードバックによる管理指導

の強化により，酪農家の経営安定に資する。

２ 事業主体（※負担割合）
鹿児島県酪農業協同組合（県 42.2%以内）

３ 事業内容
牛群検定組合により，毎月実施される牛群検定に係る検定経

費の一部を助成する。
・検定事業の内容
（１）乳量測定及び成分分析用サンプル採取
（２）繁殖・飼養管理に関する調査
（３）技術指導等

４ 事業期間
平成２年度～

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部畜産振興課肉用牛酪農係（099-286-3221）

＜事業の流れ＞

【令和７年度予算額 2,622千円】
財源（一財）

県 鹿児島県酪農業
協同組合

事業費の42.2％以内

家畜改良事業団による
検定成績の集計分析

乳成分
分析所

検定組合
・検定結
果の経理

・飼料給与量の記録，繁殖情報の記録
・乳量測定・乳成分・乳質検査用のサンプリング

検定員

経営改善・乳牛改良

検定農家

検定成績表

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
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＜対策のポイント＞
第16回全日本ホルスタイン共進会に参加し，我が国のホルスタインの改良水準を見極めるとともに，本県乳用牛の改良増殖を

支援します。
＜政策目標＞
泌乳持続性に着目した泌乳能力の向上
乳器・肢蹄等機能的体型の改良等による供用年数等の経済性を考慮した生涯生産性の向上（県家畜改良増殖目標）

９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－３）

■ 全日本ホルスタイン共進会出品対策事業【新規】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１ 目的（必要性，背景）
第16回全日本ホルスタイン共進会に参加し，我が国の現在

の改良水準を本県乳用牛の改良増殖の推進に資する。

２ 事業主体
鹿児島県酪農業協同組合

３ 事業内容
 各都道府県の義務的経費

本県割当頭数積算による出品負担金
【予算額： 300千円】

 大会運営に係る人的支援等
大会出品に向けた出品牛検査等

【予算額： 814千円】
 輸送に係る経費

出品牛の輸送に係る経費の一部助成
【予算額：1,496千円】

４ 事業期間
令和７年度（単年度） 〔お問い合わせ先〕

鹿児島県農政部畜産振興課肉用牛酪農係（099-286-3223）

【令和７年度予算額 2,610千円】
財源（一財）
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＜対策のポイント＞
・ 生乳の再生産の確保及び生産者の経営安定を図るため，加工原料乳生産者補給金を交付する。
・ 加工原料乳の大幅な価格変動の影響緩和のための補てん金を交付し，価格形成の合理化と牛乳及び乳製品の価格安定，酪
農・乳業の健全な発展を促進する。

９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－３）

■ 生乳流通改善対策事業【継続】
（加工原料乳生産者補給金等交付事業）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１ 目的（必要性，背景）
加工原料乳地域の生乳の再生産を確保し，生産者の経

営安定を図るため，加工原料乳生産者補給金を交付する
とともに，加工原料乳の大幅な価格変動の影響を緩和す
るための補てん金を交付することにより，生乳の価格形
成の合理化と牛乳及び乳製品の価格安定と酪農・乳業の
健全な発展を促進する。

２ 事業主体
事業主体：県
負担割合：（独）農畜産業振興機構（１０／１０）

３ 事業内容
加工原料乳生産者補給金制度に係る原料乳数量確認

事務

４ 事業期間
昭和41年度～

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部畜産振興課肉用牛酪農係（099-286-3223）

【令和７年度予算額 270千円】
財源（国庫）
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＜対策のポイント＞
酪農生産基盤の維持・強化を図るため，乳用後継牛の県内確保による搾乳牛頭数の増頭及び乳用子牛の預託育成を推進する

取組に対し支援します。

＜政策目標＞
酪農生産基盤の維持・強化

９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－３）

■ 乳用牛生産基盤維持支援事業【継続】

１ 目的
乳用後継牛の県内確保による搾乳牛頭数の増頭及び乳用

子牛の預託育成を推進する取り組みにより酪農生産基盤の
維持・強化を図る。

２ 事業主体（※負担割合）
鹿児島県酪農業協同組合（県１／２以内）

３ 事業内容
鹿児島県酪農業協同組合が，乳用後継牛の県内導入又は

自家保留により搾乳牛の増頭を推進する取組及び乳用子
牛の預託育成を推進する取組に係る経費の一部を助成する。

４ 事業期間
令和６～８年度（３か年）

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部畜産振興課肉用牛酪農係（099-286-3221）

＜事業の流れ＞

【令和７年度予算額 3,300千円】
財源（一財）

県 鹿児島県酪農業
協同組合

１／２以内

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

２ 乳用子牛の預託育成の推進

預託・受託

乳用子牛

酪農家 預託牧場

○ 乳用後継牛の県内導入・自家保留による搾乳牛の増頭支援

○ 酪農家が預託する乳用子牛の輸送支援
搾乳牛頭数の

増加

酪農生産基盤の
維持・強化

１ 乳用後継牛の県内確保の推進

酪農家 後継牛の確保

①県内酪農家
からの県内導入

酪農家

②自家産の
育成牛確保

搾乳牛

乳用めす子牛生産

搾乳牛の
増頭
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・衛生害虫駆除技術の普及による牛のストレス
低減
・受精卵受胎率向上に有効な繁殖機資材の普及

＜対策のポイント＞
新規就農者の確保により生産基盤を維持するとともに，ヘルパー組織の強化による労働負担軽減及び生産性の向上を通した収

益の確保を支援します。
＜政策目標＞
※ 未来創造ビジョン体系 10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－３）

■ 持続可能な酪農振興対策事業【継続】

１ 目的
担い手の確保や労働負担軽減，生乳生産量確保により，

本県酪農の生産基盤を維持・強化し，持続可能な酪農の振
興を図る。

２ 事業主体（負担割合等）
鹿児島県酪農業協同組合（補助率：県１／２以内）
県（負担割合10／10）

３ 事業内容
（１）酪農経営及び酪農支援組織への参入者の確保

担い手の確保
酪農家の労働負担軽減

【予算額：1,335千円】
（２）生産性の向上による収益確保

生乳生産量の確保
【予算額：1,550千円】

４ 事業期間
令和５～７年度（３か年）

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部畜産振興課肉用牛酪農係（099-286-3221）

【令和７年度予算額 2,885千円】
財源（一財）

・新人ヘルパースキルアップ研修
・ヘルパー組合利用促進

・新規就農者支援組織が実施する活動
との連携強化
・酪農振興施策の推進（県事務費）

１ 担い手の確保

２ 酪農家の労働負担軽減

３ 生乳生産量の確保

＜事業の流れ＞

県 鹿児島県酪農業
協同組合

１／２以内

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
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＜対策のポイント＞
酪農生産基盤の維持・強化を図るため，酪農家が，経営体質の改善・強化を図り，出荷乳量を増加する取組に対し支援します。

＜政策目標＞
酪農生産基盤の維持・強化

９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－３）

■ 鹿児島県酪農生産基盤強化緊急支援事業【新規】

１ 目的
経営体質の改善・強化を図る取組により，生乳生産量を確

保し，酪農生産基盤の維持・強化を図る。

２ 事業主体（負担割合等）
鹿児島県酪農業協同組合（国 10／10以内）

３ 事業内容
鹿児島県酪農業協同組合が実施する，経営体質の改善・強

化により出荷乳量の増加を図る酪農家に対して補助する取組
に対し補助する。

出荷乳量の増加に応じ補助。
上限額：50円/kg以内

４ 事業期間
令和７年度

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部畜産振興課肉用牛酪農係（099-286-3221）

【令和７年度予算額 66,400千円】
財源（国庫）

＜事業の流れ＞

県 鹿児島県酪農業
協同組合

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

経営体質の改善・強化

酪農生産基盤の維持・強化

生乳生産量の増加

飼料給与設計の見直し ゲノム検査の活用

牛群検定の活用 搾乳ロボットの活用 飼養管理の改善
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＜対策のポイント＞
本県の養豚振興及び家畜改良増殖計画の達成に向けて計画的に取り組む。

＜政策目標＞
※ 未来創造ビジョン体系 10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－３）

■ 豚改良増殖対策事業【継続】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１ 目的
県内の養豚関係機関・団体等との連携強化を図り，豚の改良

増殖及び養豚振興を促進する。

２ 事業主体（※負担割合）
(1)～(3) 県（10/10）(2),(3)は一部委託
(4) 農業者が組織する団体等（県10/10）

３ 事業内容
(1)豚改良増殖推進事業 【予算額： 358千円】

県内の養豚関係機関・団体等との意見調整を図り，本県の
豚の改良増殖及び養豚振興を促進

(2)優良種豚育種効率向上推進事業 【予算額： 224千円】
指定種豚場における優良種雌豚の現場検定（※委託事業）

(3)豚産肉能力検定事業 【予算額：2,200千円】
指定種豚場における種雄豚候補の現場検定（※委託事業）

(4)「かごしま黒豚」維持緊急対策事業【予算額：2,645千円】
在来種豚の維持・増殖対策

４ 事業期間
昭和49年度～

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部畜産振興課中小家畜係（099-286-3226）＜事業の流れ＞ 右図〈事業イメージ〉のとおり

【令和７年度予算額 5,427千円】
財源（一財：5,069千円，特定：358千円）

Ｒ７当初予算 Ｒ７当初予算 Ｒ７当初予算 Ｒ７当初予算

白豚農家 黒豚農家 指定種豚場
連絡協議会

かごしま黒豚遺伝資源確保会議 指導

指導等

養豚農家

ＪＡ県経済連 連携 系統豚
利用連絡会（公社）畜産協会 補助金

指定種豚場連絡協議会

協議 委託 委託

(公社)県畜産協会

系統豚利用推進協議会 負担金

　○現場検定推進会議 　○指定種豚場の組織強化
　　（負担金）

　○在来種豚の維持・増殖対策
　　（補助金）

　○黒豚遺伝資源確保会議

白・黒 黒 黒

黒

358千円 224千円 2,200千円 2,645千円

　○豚改良増殖関係会議 　○種雌豚候補の現場検定
　　推進（委託）

　○種雄豚候補の現場検定
　　推進（委託）　○系統豚推進会議

豚改良増殖対策事業

①豚改良増殖推進事業 ②優良種豚育種効率向上事業 ③豚産肉能力検定事業 ④「かごしま黒豚」維持緊急対策事業
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＜対策のポイント＞
県産黒豚の遺伝資源の確保のための体制を整備し，在来種豚の維持・増殖等に取り組む。

＜政策目標＞
※ 未来創造ビジョン体系 10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－３）

■ 「かごしま黒豚」維持緊急対策事業【継続】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１ 目的
優良種豚を供給する指定種豚場の戸数減少により，在来種豚

が減少しているため，県産黒豚の遺伝資源の確保のための体制
を整備，在来種豚の維持・増殖を推進し，将来に向けた「かご
しま黒豚」の生産基盤の強化を図る。

２ 事業主体
(1) 県 10/10
(2) 農業者が組織する団体等

３ 事業内容
(1) 遺伝資源の確保に係る体制整備等

県産黒豚の遺伝資源確保に向けた方策等の検討

(2) 在来種豚の維持・増殖対策
指定種豚場等が行う在来種豚を導入等への支援

４ 事業期間
令和６年度～令和８年度（３か年）

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部畜産振興課中小家畜係（099-286-3226）

＜事業の流れ＞
(1) 県
(2) 県 → 農業者が組織する団体 → 指定種豚場等

「かごしま黒豚」遺伝資源確保会議

在来種豚の
維持・増殖

・在来種豚マップ作成

在来種豚群・規模の検討及び方針の決定

・交配の助言
・維持豚群への助言

・助言に基づく交配

在来種豚管理者
（指定種豚場等）

・指定種豚場の指導
・検定及び登録

指定種豚場連絡協議会

・必要な基礎豚の
情報整理

県畜産試験場

県畜産協会

鹿児島大学

・連絡 調整

県畜産振興課

・在来種豚の登録推進・取組強化

黒豚生産者協議会

連携

【令和７年度予算額 2,645千円】
財源（一財）
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＜対策のポイント＞
・ 系統豚の血統管理や能力調査を実施するとともに，農家等に譲渡した種豚の繁殖能力調査を調査する。
・ 系統豚の適正管理に必要となる飼養管理施設等を整備する。

＜政策目標＞
※ 未来創造ビジョン体系 10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－３）

■ 系統豚適正管理事業【継続・事項新規】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１ 目的
県で造成した系統豚の供給体制を整備し，黒豚生産農家への

安定した種豚供給を図るため，系統豚の血統管理や能力調査を
行うとともに，系統豚の適正管理に必要となる飼養管理施設等
を整備する。

２ 事業主体（※負担割合）
(1) 県（10/10）委託先：（一社）県種豚改良協会
(2) 県（10/10）

３ 事業内容
(1) 系統豚適正管理事業
・系統豚の血統管理（適正管理，血統管理，能力調査）
・譲渡した系統豚の能力調査（繁殖能力調査）

(2) 「かごしま黒豚」系統豚施設整備事業【新規】
・系統豚の適正な飼養管理を確保するために必要な施設整備

４ 事業期間
(1) 平成８年度～
(2) 令和７年度

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部畜産振興課中小家畜係（099-286-3226）＜事業の流れ＞

(1) 県 → (一社)県種豚改良協会

【令和７年度予算額 56,820千円】
財源（一財）

(一社)鹿児島県種豚改良協会

系統豚の維持 (R6年3月時点)
基礎豚（系統豚の飼養頭数）

ニューサツマ ♂13頭，♀53頭
サツマ２００１ ♂18頭，♀68頭
クロサツマ２０１５ ♂21頭，♀61頭

①適正管理業務（推進会議など）
②血統管理業務（更新のための登記・登録）
③能力調査業務（繁殖能力・産肉能力）

系統豚の血縁管理・能力調査 譲渡した系統豚の能力調査

【協会内】 【協会外】
・繁殖成績調査（約360頭） ・純粋種豚に係る能力調査

（♀180頭×２回/年） （約1,200頭）
・産肉成績調査（約1,300頭） ・交雑種に係る能力調査

（年間出荷頭数1,300頭程度）
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＜対策のポイント＞
養豚経営の安定を図るため，畜産経営の安定に関する法律に基づく肉豚経営安定交付金制度の生産者負担金の一部助成を行う。

＜政策目標＞
養豚経営の安定

９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－３）

■ 肉豚価格安定対策事業【継続】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１ 目的
肉豚経営安定交付金制度における生産者負担金の一部助成

を行い，肉豚生産者の経営に及ぼす影響を緩和し，養豚経営
の安定を図る。

２ 事業主体（負担割合）
公益社団法人鹿児島県畜産協会等
（県 定額60円/頭）

３ 事業内容
養豚経営の安定を図るため，肉豚経営安定交付金制度の

交付財源となる基金の生産者負担金の一部を助成する。

４ 事業期間
平成７年度～

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部畜産振興課中小家畜係（099-286-3226）

＜事業の流れ＞ 県 → 県畜産協会等

【令和７年度予算額 84,444千円】
財源（一財）

家族
労働費

物
財
費
等

標
準
的
販
売
価
格

交付金

差
額標

準
的
生
産
費

国補助金
所用額 168億円

（発動があった場合に支出）

生産者等積立金
400円/頭×対象頭数

生産者負担金
（340円/頭×対象頭数）

県補助金
（60円/頭×対象頭数）

１／４

３／４

〇 四半期毎に肉豚１頭あたりの標準的販売価格と標準的生産費を算定※し，
標準的販売価額が標準的生産費を下回った場合に，その差額の９割が肉豚
生産者に交付される。

※ 標準的販売価格と標準的生産費は四半期終了時に計算。
当該四半期に発動がなかった場合は，次の四半期と通算して計算。

※交付金のうち，４分の１に相当す
る額は，生産者等積立金から支出。
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＜対策のポイント＞
・かごしま黒豚が持つ優位性等を調査・分析した上で，更なる高付加価値化を図るためのブランド戦略を検討する。
・かごしま黒豚の生産条件であるさつまいも添加飼料に係る経費の一部を支援する。

＜政策目標＞
※ 未来創造ビジョン体系 10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 １ 原油価格・物価高騰への対応 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－３）

■ ひらがな「かごしま黒豚」応援事業【新規】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１ 目的
かごしま黒豚のブランド力の向上を図るため，首都圏の消費者等を

対象に，かごしま黒豚が持つ優位性等を調査・分析した上で，ブラン
ド戦略を検討するとともに，生産基盤の維持を図るため，さつまいも
添加飼料に係る経費の一部を支援する。

２ 事業主体
(1) 県 10/10（一部委託） (2) 鹿児島県黒豚生産者協議会

３ 事業内容
(1) 「かごしま黒豚」ブランド力向上対策事業【予算額：23,203千円】

・ かごしま黒豚ブランド戦略の策定
・ 県内観光客等へのこだわり認知度向上対策

(2) 「かごしま黒豚」ブランド基盤対策事業 【予算額：44,947千円】
・ 生産条件である「さつまいも添加飼料」に係る経費の一部助成

４ 事業期間 令和７年度

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部畜産振興課中小家畜係（099-286-3226）

＜事業の流れ＞
(1) 県
(2) 県 → 県黒豚生産者協議会 → かごしま黒豚生産者

【令和７年度予算額 68,150千円】
財源（国庫：55,608千円，一財：12,542千円）

・ 各種基礎調査
・ 小売・飲食事業者へのアンケート調査及びヒアリング調査
・ 卸売業者等へのヒアリング調査
・ 一般消費者ＷＥＢアンケート調査

● かごしま黒豚ブランド戦略の策定

○ 各種調査結果に基づき，
・ 県黒豚生産者協議会や関係団体等との意見交換
・ 取扱店舗等でのテストマーケティング

● 県内観光客等へのこだわり認知度向上対策

かごしま黒豚ブランド戦略の策定

・ 各種イベント出展・ＰＲ 等
・ 生産者等による「かごしま黒豚」ＰＲ情報の発信
・ 生産から流通まで「かごしま黒豚の魅力」を伝える動画作成
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９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－３）

■ 鶏改良増殖対策事業【継続】

１ 目的
本県の養鶏産業（肉用鶏，採卵鶏）振興のため，県全体の

振興方針や課題解決に向けた検討を行うほか，飼養衛生管理
技術向上のための普及啓発を行い，競争力の高い養鶏産地を
育成する。
あわせて，本県が作出した肉用地鶏（さつま若しゃも，さ

つま地鶏，黒さつま鶏）のブランド力向上のための普及活動
を行う。

２ 事業主体（※負担割合）
(1) 鹿児島県（10/10）

３ 事業内容【予算額：862千円】
(1) 地域推進活動及び研修会等の開催
(2) 生産農場及び処理・加工場の現地調査
(3) 全国会議及びＰＲイベントへの参加
(4) 研修会及び普及推進資料の作成・配布
(5) 地鶏能力調査に要する経費

４ 事業期間
平成７年度～

＜事業の流れ＞ 県 → 県地鶏振興協議会（地鶏能力調査委託）

【令和７年度予算額 862千円】
財源（一財）

＜対策のポイント＞
本県養鶏産業の振興方針や課題解決に向けた検討，飼養衛生管理技術の向上，地鶏改良のための能力調査を実施する。

＜政策目標＞
本県の養鶏産業（肉用鶏，採卵鶏）振興や本県産地鶏のブランド力向上
※ 未来創造ビジョン体系 10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

【研修会の開催】 【全国会議:鶏改良推進中央会議】

【「かごしま地鶏」の能力調査】
・種鶏・肥育鶏の能力調査・分析

（育成率，産卵率，健すう率等）
・流通・販売成績の収集・分析

（出荷先，流通価格等）

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部畜産振興課中小家畜係（099-286-3226）

【予算額：337千円】

【予算額：525千円】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
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９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－３）

■ 鶏卵価格安定対策事業【継続】

１ 目的
配合飼料価格の高騰や鶏卵価格の下落などにより，鶏卵生

産者の経営が悪化した場合に損失の補てんを行い，経営安定
を図る。

２ 事業主体（※負担割合）
(1) 鹿児島県経済農業組合連合会
(2)（一社）日本養鶏協会

３ 事業内容【予算額：24,627千円】
鶏卵生産者経営安定対策事業に参加している生産者の補て

ん積立金の一部（0.2円/kg）を助成する。

４ 事業期間
令和５～令和７年度（３か年）

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部畜産振興課中小家畜係（099-286-3226）

＜事業の流れ＞
県 → 県経済農業協同組合連合会

（一社）日本養鶏協会

【令和７年度予算額 24,627千円】
財源（一財）

＜対策のポイント＞
鶏卵生産者の経営安定を図るため，国の「鶏卵生産者経営安定対策事業」に対して，生産者積立金の一部を助成する。

＜政策目標＞
鶏卵の需給動向に対応した計画的な生産の推進による鶏卵生産者の経営安定
※ 未来創造ビジョン体系 10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

(県 定額(0.2円/kg))

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

令和7年度
補填基準価格
（230円/kg）

令和7年度
安定基準価格
（207円/kg）

-93-



９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－３）

■ ブロイラー価格安定対策事業【継続】

１ 目的
配合飼料価格の高騰や輸入鶏肉の増加等による鶏肉価格の

下落などにより，ブロイラー生産者の経営が悪化した場合に
損失の補てんを行い，経営安定を図る。

２ 事業主体（※負担割合）
公益社団法人鹿児島県畜産協会(県 定額(0.64円/羽))

３ 事業内容【予算額：97,349千円】
公益社団法人鹿児島県畜産協会が行うブロイラー価格安定

基金への積立金の一部を助成する。

４ 事業期間
令和６～令和８年度（３か年）

＜事業の流れ＞
県 → （公社）県畜産協会

【令和７年度予算額 97,349千円】
財源（一財）

＜対策のポイント＞
ブロイラー生産者の経営安定を図るため，県畜産協会が行う「ブロイラー価格安定対策事業」に対して，生産者積立金の一部

を助成する。

＜政策目標＞
ブロイラー生産者の経営安定
※ 未来創造ビジョン体系 10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部畜産振興課中小家畜係（099-286-3226）

積立金の負担区分（R7年度）
生産者 １．１７円／羽 （39.3％）
出荷組合 １．１７円／羽 （39.3％）

県 ０．６４円／羽 （21.4％）
計 ２．９８円／羽

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

補てん基準価格
(R７)530円/kg

補てん限度単価
(R７)  4~  6月: ３円/羽

7~  9月:10円/羽
10~11月: ３円/羽
12~  1月: ２円/羽

-94-



９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－３）

■ 新交雑鶏等生産出荷体制整備事業【継続】

１ 目的
本県では，県が開発した「さつま若しゃも」「さつま鶏」

「黒さつま鶏」の３種の地鶏が生産され，平成29年５月には
３種の地鶏が「かごしま地鶏」として「かごしまブランド」
の産地指定を受けた。
今後，さらなる本県産地鶏の生産・流通体制やブランドの

確立を図るため，地鶏の生産を一元的に振興する鹿児島県地
鶏振興協議会の活動を支援する。

２ 事業主体（※負担割合）
鹿児島県地鶏振興協議会（県 1/2）

３ 事業内容【予算額：424千円】
(1) 地域推進体制の整備に要する経費【予算額： 70千円】
(2) 生産技術向上対策・流通対策に要する経費

【予算額：255千円】
(3) 銘柄確立対策に要する経費 【予算額： 99千円】

４ 事業期間
平成22年度～

＜事業の流れ＞ 県 → 県地鶏振興協議会

【令和７年度予算額 424千円】
財源（一財）

＜対策のポイント＞
本県が開発した地鶏の生産・流通体制やブランド確立を図るため，地鶏の生産を一元的に振興する鹿児島県地鶏振興協議会の

活動を支援する。

＜政策目標＞
本県産地鶏の生産・流通体制やブランドの確立
※ 未来創造ビジョン体系 10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

【生産技術向上・流通対策セミナー】 【県内イベント（畜産フェア）】

【販促資材：パンフレット】 【販促資材：地鶏食べ歩きマップ】

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部畜産振興課中小家畜係（099-286-3226）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
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９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－３）

■ 黒さつま鶏生産基盤強化事業【継続・事項新規】

１ 目的
黒さつま鶏生産者に対し，安定的にヒナを供給するため，

種鶏場への安定的な種卵供給を目的に原種鶏の維持及び増殖，
遺伝資源としての保存に取り組む。

２ 事業主体（※負担割合）
(1) 県（農業開発総合センター畜産試験場）10/10
(2) 県（農業開発総合センター畜産試験場）県単，国庫

３ 事業内容【予算額：5,304千円】
(1) 黒さつま鶏原種鶏増殖事業 【予算額：1,594千円】

畜産試験場における原種鶏の維持増殖
(2) 黒さつま鶏遺伝資源保存事業【予算額：3,710千円】

畜産試験場における遺伝資源としての保存

４ 事業期間
平成25年度～

＜事業の流れ＞
右図〈事業イメージ〉のとおり

【令和７年度予算額 5,304千円】
財源（一財:2,154千円，特定:1,594千円

国庫1,556千円）

＜対策のポイント＞
黒さつま鶏のヒナを安定的に供給するため，原種鶏の維持及び増殖，遺伝資源としての保存に取り組む。

＜政策目標＞
黒さつま鶏の生産基盤強化
※ 未来創造ビジョン体系 10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部畜産振興課中小家畜係（099-286-3226）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

当該事業による供給体制整備
①原種鶏維持・増殖
②遺伝資源としての保存
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＜対策のポイント＞
自給飼料増産のための草地，飼料畑の開発整備を行い，飼料生産基盤に立脚した畜産主産地の形成を促進します。

＜政策目標＞
飼料基盤の造成・整備：263.1ha（「鹿児島県酪農・肉用牛生産近代化計画」における令和12年度目標値）

※ 未来創造ビジョン体系 10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

５ 担い手の確保及び育成に関する施策（５－２）

■ 畜産基盤再編総合整備事業（公共）【継続】

１ 目的
飼料基盤の開発整備，農業用施設の整備等を行うとともに，

畜産生産の核となる経営体を創出することにより，畜産主産
地の形成を促進する。

２ 事業主体（※負担割合）
 (公財)鹿児島県地域振興公社（本土：国50%，県22.5%

離島：国55%，県25% 奄美：国2/3，県25%）
 県（県1/2，国1/2）

３ 事業内容
 整備事業 【予算額：838,337千円】

草地，飼料畑等の基本施設整備や，畜舎等の農業用施設
整備など，畜産経営に必要な施設整備

 計画策定事業 【予算額： 10,000千円】
事業計画の策定

４ 事業期間
平成８年度～

草地，飼料畑の開発整備

畜舎等の施設整備

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部畜産振興課耕畜連携飼料対策係（099-286-3219）

＜事業の流れ＞
 整備事業 ：国 → 県 → 地域振興公社
 計画策定事業：国 → 県

【令和７年度予算額 895,684千円】

財源（国庫:554,810千円，特定:255,000千円,

一財:85,874千円）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
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１ 目的
配合飼料価格の上昇が，畜産経営に及ぼす影響を緩和する

ため，国の配合飼料価格安定制度に加入している生産者の積
立金の一部を助成。

２ 事業主体
一般社団法人鹿児島県配合飼料価格安定基金協会
鹿児島県経済農業協同組合連合会
鹿児島県酪農業協同組合
薩州開拓農業協同組合
マルイ農業協同組合
鹿児島くみあいチキンフーズ株式会社
有限会社ヤマタケ農産

３ 事業内容
（1) 令和７年度生産者積立金800円/tのうち200円/tを支援

【予算額：520,000千円】

４ 事業期間
令和７年度

（本事業のイメージ）

【令和７年度当初予算額 538,200千円】
財源（国庫）

＜事業の内容＞ ＜補填制度と本事業イメージ＞

配合飼料価格安定制度のうち

通常補填基金

生産者 飼料ﾒｰｶｰ

積立金
1,600円/t

積立金
800円/t 補填金

（補填制度のイメージ）

200円/t
助成

３ 安全で安心な農畜産物の安定供給及び農業資材の確保に関する施策(３－２)

■ 配合飼料価格高騰対策緊急支援事業【継続】

＜対策のポイント＞
国の配合飼料価格安定制度における生産者積立金の助成を行い，生産者の負担を軽減する。

＜政策目標＞
配合飼料価格安定制度への契約率の向上
※ 未来創造ビジョン体系 10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 １ 原油価格・物価高騰への対応

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部畜産振興課耕畜連携飼料対策係（099-286-3219）
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〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部畜産振興課耕畜連携飼料対策係（099-286-3219）

【令和７年度当初予算額 40,289千円】
財源（国庫：4,980千円,一財：35,309千円）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

３ 安全で安心な農畜産物の安定供給及び農業資材の確保に関する施策(３－２)

■ 地域資源フル活用飼料増産対策事業

＜対策のポイント＞
飼料自給率の向上を図るため，飼料作物の生産拡大等の取組を支援します

＜政策目標＞
飼料自給率の向上 30.4％（R12）（県酪農及び肉用牛生産近代化計画における目標）
※ 未来創造ビジョン体系 10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

○国産濃厚飼料増産対策 ○飼料生産組織の育成
・活動強化対策

１ 目的
自給飼料の生産拡大に取り組む生産者や飼料生産組織等を

を支援し，飼料自給率の向上を図る。

２ 事業主体（※負担割合）
県，協議会，生産者集団，飼料生産組織等（定額，1/2以内）

３ 事業内容
(1) 自給飼料の生産・利用拡大対策 【予算額：34,289千円】

ア 地域の実情に応じた自給飼料増産の取組
・品種選定や収量向上に向けた栽培実証等

イ 飼料作物の生産拡大への取組
・野生動物による飼料作物の食害防止対策
・飼料作物の作付け面積拡大に要する経費助成
・高栄養粗飼料等への転換に向けた取組

ウ 国産濃厚飼料増産対策
・飼料用米増産に向けた取組
・子実用トウモロコシ増産に向けた取組

(2) 飼料生産組織の育成・活動強化対策 【予算額：6,000千円】
ア 受託面積拡大への取組

・受託面積拡大に必要な経費の助成

４ 事業期間
令和５年度～７年度（３カ年）

＜事業の流れ・補助率等＞

県 協議会・団体等 事業参加者

定額,1/2以内 定額,1/2以内

○地域の実情に応じた
自給飼料増産の取組

○飼料作物の生産拡大への取組
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＜対策のポイント＞
総合的な畜産経営の環境整備を行い，家畜排せつ物等の地域資源のリサイクルシステムの構築を促進します。

＜政策目標＞
たい肥化・液肥化仕向率：97.9%（「鹿児島県家畜排せつ物利用促進計画」における令和12年度目標値）

※ 未来創造ビジョン体系 10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

３ 安全で安心な農畜産物の安定供給及び農業資材の確保に関する施策(３－２)

■ 畜産環境総合整備事業（公共）【継続】

１ 目的
畜産経営の環境整備を行い，家畜排せつ物等の地域資源の

リサイクルシステムを構築することにより，畜産経営に起因
する環境汚染の防止と畜産経営の合理化に資する。

２ 事業主体（※負担割合）
 (公財)鹿児島県地域振興公社（本土：国50%，県22.5%

離島：国55%，県25% 奄美：国60%，県25%）
 県（県1/2，国1/2）

３ 事業内容
 整備事業 【予算額：880,987千円】

畜産施設用地造成等の基盤整備や，家畜排せつ物処理施
設等の畜産経営に必要な施設整備

 計画策定事業 【予算額： 5,000千円】
事業計画の策定

４ 事業期間
平成13年度～

家畜排せつ物処理施設整備

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部畜産振興課耕畜連携飼料対策係（099-286-3219）

＜事業の流れ＞
 整備事業 ：国 → 県 → 地域振興公社
 計画策定事業：国 → 県

【令和７年度予算額 935,571千円】
財源（国庫：614,036千円,特定：241,000千円,一財：80,535千円）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
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＜対策のポイント＞
家畜ふん尿の適正処理の促進により，資源循環型畜産の確立を推進します。

＜政策目標＞
令和12年度における家畜排せつ物の適正処理仕向量率：98.0%

（「鹿児島県における家畜排せつ物の利用の促進を図るための計画（R3.3策定）」）

３ 安全で安心な農畜産物の安定供給及び農業資材の確保に関する施策(３－２)

■ 資源循環型畜産確立対策推進事業【継続】

１ 目的
農家への実態調査や巡回指導，関係者による協議会の開催，

苦情発生農家への技術的指導等により，家畜ふん尿の適正処
理を推進する。

２ 事業主体（※負担割合）
県（10/10）

３ 事業内容
(1) 地域推進指導協議会の開催

・市町村や農協等への事業説明
・環境汚染防止に係る指導方策の検討

(2) 畜産農家に係る環境保全実態調査・巡回指導の実施
・畜産農家へ実態調査や巡回指導

(3) 環境保全特別指導
・畜産経営に起因する苦情の発生及び苦情の発生の恐れの
ある経営について，水質汚濁物質や悪臭物質の測定結果
等に基づく技術的な指導

(4) 畜産環境アドバイザーの育成（R6～8)
・技術普及指導ができる畜産環境アドバイザーの育成
令和７年度：汚水処理（予定）

４ 事業期間 平成12年度～
〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部畜産振興課耕畜連携飼料対策係（099-286-3219）

【令和７年度予算額 725千円】
財源（一財）

堆肥化処理の推進

現地における技術指導の様子

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
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＜対策のポイント＞
地域の畜産クラスター協議会が実施する中心的な経営体の収益性向上等を図るための畜舎や堆肥舎等の整備を支援します。

＜政策目標＞
牛肉の生産量の増加や飼料自給率の向上 等（国の政策目標）

※ 未来創造ビジョン体系 10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

９ 生産振興，販売，流通等に関する施策（９－３）

■ 畜産クラスター事業【継続】

１ 目的
畜産・酪農の収益力・生産基盤を強化するため，畜産農家

をはじめ，地域の関係者が連携する畜産クラスターの仕組み
の活用等により，生産コストの削減，規模拡大等，地域一体
となって行う取組を支援する。

２ 事業主体（※負担割合）
畜産クラスター協議会（事業執行は取組主体）
（国1/2以内）

３ 事業内容
(1)畜舎や堆肥舎等の整備 【予算額：1,003,266千円】

４ 事業期間
平成27年度～

〔お問い合わせ先〕

鹿児島県農政部畜産振興課耕畜連携飼料対策係（099-286-3219）

＜事業の流れ・補助率等＞

【令和７年度予算額 1,003,266千円】
（うち令和６年度３月補正 116,981千円）
財源（国庫）

国 県 市町村 協議会 取組主体

畜舎 堆肥舎

畜産クラスター協議会

生産者
市町村

振興局・支庁

ヘルパー組合

ＴＭＲセンター
コントラクター 畜産コンサル

ＪＡ

農業共済組合

乳業・
食肉センター

飼料メーカー
機械メーカー

・ 地域の関係者が参画する畜産クラスター協議会の設置
・ 協議会は地域の畜産の収益性向上を図るための畜産クラスター計画を

作成（計画は県が認定）
・ 計画には，中心的経営体を位置づけ，収益性向上の目標・効果を定量

的に設定

畜産クラスター事業 各クラスター計画に位置づけられた取組に向け，計画に位置
づけている中心的経営体の施設整備を支援

1/2以内 1/2以内 1/2以内 1/2以内

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
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１０ 生産性向上に関する施策（１０－４）

■ 家畜伝染病予防事業【継続】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部家畜防疫対策課家畜衛生係（099-286-3224）

＜対策のポイント＞
家畜伝染病予防法に基づき，家畜伝染病の発生を予防し，家畜伝染病のまん延を防止する

＜政策目標＞
家畜伝染病の発生予防及びまん延防止により，畜産の振興を図る
※ 未来創造ビジョン体系 ６ 安心・安全な県民生活の実現，10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

【令和７年度予算額 454,029千円】
財源（国庫：215,714千円，特定：175,533千円，

一財：62,782千円）

１ 目的（必要性，背景）
家畜伝染病予防法第５条，第31条に基づく検査及び第51条

による立入検査を実施し，家畜伝染病の発生予防とまん延防
止により，畜産の振興を図る。

２ 事業主体（※負担割合）
県（国庫（家伝・消安），一部県単）

３ 事業内容
 家畜伝染病予防事業 【予算額：383,364千円】

家畜伝染病予防法に基づく検査，立入検査及び指導
 ＢＳＥ清浄化促進事業 【予算額： 15,902千円】
①ＢＳＥを疑う症状のある死亡牛等のＢＳＥ検査
②ＢＳＥサーベイランス検査
③病性鑑定検査

 家畜伝染病侵入防止体制整備確立事業
【予算額： 54,763千円】

①家畜衛生情報，飼養衛生管理基準等の周知
②県内全農家の定期報告の実施と報告集計及び
報告データの防疫活用

③飼養衛生管理基準遵守状況調査

４ 事業期間 昭和53年度～

飼養衛生管理基準等の周知

家畜伝染病予防法に基づく検査
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１０ 生産性向上に関する施策（１０－４）

■ 家畜衛生対策事業【継続】

＜事業の内容＞

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部家畜防疫対策課家畜衛生係（099-286-3224）

＜対策のポイント＞
家畜衛生技術の総合的な指導体制を確立し，家畜衛生対策について濃密かつ重点的な指導を実施する

＜政策目標＞
畜産経営の安定
※ 未来創造ビジョン体系 ６安心・安全な県民生活の実現，10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

【令和７年度予算額 6,103千円】
財源（国庫：2,986千円，一財：3,117千円）

１ 目的
家畜衛生技術の総合的な指導体制を確立し，家畜衛生対策に

ついて濃密かつ重点的な指導を行い，畜産経営の安定を図る。

２ 事業主体（負担割合）
県（国庫（消安），一部県単）

３ 事業内容
⑴ 獣医療体制整備促進事業 【予算額： 130千円】

獣医師就業動向，動物診療施設等の立入検査により施設の
整備状況を調査する。

⑵ 監視・危機管理体制整備事業 【予算額：2,242千円】
事前対応型防疫体制構築のため家畜衛生情報収集や診断予

防技術確立に取組む。
⑶ 生産性向上対策事業 【予算額：2,842千円】

生産性阻害要因を究明し，その防除と併せ，衛生管理の改
善等について検討を行う。

⑷ 動物由来感染症監視体制整備事業 【予算額： 889千円】
動物由来感染症（豚レンサ球菌症等）の家畜における発生

動向の把握を行う。

４ 事業期間 昭和35年度～

＜事業イメージ＞

監視・危機管理体制整備事業
（家畜衛生関連情報整備対策）

生産性向上対策事業
（生産性を阻害する疾病の検査）

動物由来感染症監視体制整備事業
（豚レンサ球菌）

獣医療体制整備促進事業
（診療施設立入検査）
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１０ 生産性向上に関する施策（１０－４）

■ 自衛防疫強化総合対策事業【継続】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部家畜防疫対策課家畜衛生係（099-286-3224）

野生動物侵入防止対策
（防護柵及び防鳥ネット設置）

＜対策のポイント＞
畜産農家の自主的防疫措置の定着化を図り，家畜衛生対策を計画的かつ組織的に実施する

＜政策目標＞
家畜伝染病の発生の防止，畜産の生産性向上
※ 未来創造ビジョン体系 ６ 安心・安全な県民生活の実現，10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

野生イノシシ検査体制イメージ

（家畜防疫対策課）

【令和７年度予算額 34,034千円】
財源（国庫：31,557千円，一財：2,477千円）

１ 目的
畜産農家の自主的防疫措置の定着化を図り，家畜衛生対策

を計画的かつ組織的に実施することにより，家畜伝染病の発
生を防止し，もって畜産の生産性向上に資する。

２ 事業主体（負担割合）
⑴ 県（国１／２，県１／２）
⑵ 県（国1/2，県1/2，一部国10/10）
⑶ 市町村・団体等（国１／２，事業主体１／２ ）

３ 事業内容
⑴ 自衛防疫強化対策事業 【予算額： 92千円】

自衛防疫体制強化の普及・啓発を目的とした，パンフ
レット等の作成・配布を行う。

⑵ CSF清浄性確認事業 【予算額：6,942千円】
本県の野生イノシシにおける豚熱ウイルスの浸潤状況

調査を行い，本病の清浄性の維持に努める。
⑶ 家畜疾病防疫対策事業 【予算額：27,000千円】

農場内へのウイルス侵入防止を図るための消毒機器や
死亡獣畜保管庫，防護柵，防鳥ネット等の整備に要する
経費に対する支援を行う。

４ 事業期間 昭和47年度～
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１０ 生産性向上に関する施策（１０－４）

■ 家畜疾病病性鑑定事業【継続】

＜事業の内容＞

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部家畜防疫対策課家畜衛生係（099-286-3224）

＜令和５年度病性鑑定実施状況＞

病性鑑定等実施状況（病性鑑定，モニタリング，サーベイランス等すべて含む）

＜対策のポイント＞
家畜の不明疾病の原因究明のため，各種検査を実施し，的確な防疫措置を実施する

＜政策目標＞
被害を最小限にとどめ，農家経営の安定を図る
※ 未来創造ビジョン ６ 安心・安全な県民生活の実現，10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

【令和７年度予算額 1,686千円】
財源（国庫：310千円，一財：1,376千円）

１ 目的（必要性，背景）
各種検査を実施して家畜の様々な疾病の原因を

究明し，迅速かつ的確な防疫措置を行うことで家
畜の被害を最小限度にとどめ，農家の経営安定を
図る。

２ 事業主体
県（県単，一部国庫（消安））

３ 事業内容
(1) 病性鑑定に係る各種検査の実施
(2) 検査の信頼性確保に係る検査機器の校正
(3) 外部精度管理調査の受検

４ 事業期間
昭和47年度～

区分 細菌
ウイ
ルス

寄生虫 生化学 臨床 病理
環境
保全

その他 計

乳用牛
件数 102 82 46 23 55 9 0 2 319 
頭数 8,375 2,348 4,485 45 3,398 8 0 2 18,661 

肉用牛
件数 103 810 29 406 450 298 0 8 2,104 
頭数 882 4,543 46 578 3,549 352 0 11 9,961 

馬
件数 2 4 0 2 1 2 0 0 11 
頭数 2 4 0 2 1 2 0 0 11 

豚
件数 9 274 5 0 89 15 0 0 392 
頭数 11 8,229 11 0 2,287 16 0 0 10,554 

めん山羊
件数 2 3 7 5 8 8 0 4 37 
頭数 2 3 10 36 40 14 0 4 109 

鶏
件数 16 115 2 7 103 17 0 9 269 
羽数 265 2,243 4 53 2,257 157 0 412 5,391 

その他

件数 0 163 9 0 67 10 0 1 250 

頭羽数 0 232 56 0 76 11 0 1 376 

小計

件数 234 1,451 98 443 773 359 0 24 3,382 

頭羽数 9,537 17,602 4,612 714 11,608 560 0 430 45,063 
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１０ 生産性向上に関する施策（１０－４）

■ 家畜保健衛生所施設整備事業【継続】

＜事業の内容＞

＜対策のポイント＞
家畜衛生業務の円滑な運営及び適切な検査体制の維持を図る

＜政策目標＞
バイオセキュリティの向上，診断体制の向上，危機管理体制の強化
※ 未来創造ビジョン体系 ６ 安心・安全な県民生活の実現，10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

【令和７年度予算額 650,398千円】
財源（国庫：181,773千円，特定：299,000千円，

一財：169,625千円）

１ 目的（必要性，背景）
家畜保健衛生所（家保）の円滑な業務運営及び検査機能の

強化を図るため，家畜保健衛生所の施設整備を行う。

２ 事業主体
県（県単，一部国庫（消安））

３ 事業内容
(1) 家畜保健衛生所移転整備 【予算額：500,160千円】

家保の移転整備に係る建築工事，設備工事及び解体設計
委託等

(2)  施設維持補修 【予算額： 79,382千円】
家保における焼却施設や備品等の維持補修

(3) 施設整備事業 【予算額： 3,550千円】
家保における施設や備品の整備

(4) 検査機器整備 【予算額： 58,533千円】
家畜伝染病予防対策，検査等家畜衛生対策推進に必要な

検査機器の整備
(5) BSE検査体制整備事業 【予算額： 8,773千円】

各ストックポイントに整備された冷凍保管施設の更新

４ 事業期間 昭和47年度～

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部家畜防疫対策課家畜衛生係（099-286-3224）

＜事業イメージ＞

家畜保健衛生所移転整備事業
（新姶良家畜保健衛生所(イメージ図)）
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１０ 生産性向上に関する施策（１０－４）

■ 家畜伝染病危機管理体制整備事業【継続】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

＜対策のポイント＞
農場における生産衛生管理体制（農場HACCP）の推進による個々の農場における自衛防疫対策を基本とした防疫体制の構築
家畜伝染病の発生に備え防疫演習を実施し，初動防疫体制に関する理解を深めるとともに，防疫措置に必要な資材整備を図る

＜政策目標＞
家畜伝染病の発生による被害を最小限にとどめる
※ 未来創造ビジョン体系 ６ 安心・安全な県民生活の実現，10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

【令和７年度予算額 25,056千円】
財源（国庫：12,112千円，一財：12,944千円）

１ 目的（必要性，背景）
個々の農場における「自衛防疫」対策を強化するとともに，「侵

入防止対策」の徹底と速やかな「まん延防止措置」を図るための体
制を整備する。

２ 事業主体（負担割合）
⑴ 県（国（消安）１／２，県10／10）
⑵ 県（国（家伝・消安） １／２ ）
⑶ 県（国（家伝・消安）１／２，県10／10）

３ 事業内容
⑴ 農場衛生管理推進事業 【予算額： 143千円】

生産衛生管理体制（農場HACCP）の推進により，個々の農場に
おける自衛防疫対策を基本とした防疫体制を構築

⑵ 初動防疫体制強化事業 【予算額：19,868千円】
家畜伝染病の発生に備え，緊急的な確保が困難な防疫資材の

確保を行い，初動防疫体制を強化する
⑶ 家畜伝染病危機管理体制整備事業【予算額： 5,045千円】

① 防疫演習
防疫演習開催により関係者の理解共有や意識向上を図るとと

もに，初動防疫対応のリーダーとなる家畜防疫員の育成を図る。
② 備蓄資材の更新

初動防疫に係る備蓄資材のうち，耐用年数を経過した資材を
更新する。

４ 事業期間 平成23年度～

＜農場衛生管理推進事業＞

＜初動防疫体制強化事業＞

農場指導員の養成
・地域における指導体制を強化するため，農場指導員を養成

農場指導員の質の向上，指導強化による取組の定着を図る
・農場HACCPの認証制度の普及
・研修会の実施

農場HACCPの普及・定着による飼養衛生管理の強化

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部家畜防疫対策課家畜防疫対策係（099-286-3297）

＜防疫演習＞

防疫資材の確保
・高病原性鳥インフルエンザや豚熱発生に備え，動力噴霧器及び

電殺器を追加備蓄

焼却処理の実証実験

-108-



＜対策のポイント＞
牛肉の肉質や美味しさの改良を目指すとともに，胚移植技術等も活用した効率的な種雄牛造成に取り組みます。

＜政策目標＞
「鹿児島黒牛」のブランド確立と一層の販路拡大
※ 未来創造ビジョン体系 10 農林水産業の「稼ぐ力」の向上
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力」の向上（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

１０ 生産性向上に関する施策（１０－１）

■ 試験研究事業【継続】

１ 目的
本県肉用牛の特色である増体能力を高めながら肉質向上を図る

ことを基本に，次世代の繁殖雌牛群の血統構成を的確に把握しな
がら，適切な遺伝的能力評価に基づき，産肉能力が高く種牛性に
優れた種雄牛を造成する。さらに，牛肉の肉質や美味しさに着目
した研究にも取り組み，本県肉用牛の改良を促進する。

２ 事業主体
県（肉用牛改良研究所）

３ 事業内容
 「鹿児島黒牛」改良増殖推進事業【予算額：93,882千円】(再掲)

（優良種雄牛候補確保対策，直接検定，間接後代検定，
種雄牛管理等推進事業）

 新たな改良指標 【予算額： 9,843千円】
（DNA解析，脂肪交雑形状，おいしさ成分，繁殖性向上）

 効率的種雄牛造成 【予算額： 8,573千円】
（胚移植技術，分割胚）

４ 事業期間
研究課題ごとに複数年(主に３～５年)

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県肉用牛改良研究所（099-482-5252）

＜事業の流れ＞

【令和７年度予算額 18,416千円】
財源（特定：15,546千円，一財：2,870千円）

※「鹿児島黒牛」改良増殖推進事業除く

直接検定
14頭／年

間接後代検定
４セット／年

検定済み
種雄牛

４頭／年
凍結精液分譲

ゲノム育種価推定

おいしさ成分の測定

分割胚作成

脂肪交雑形状の解析(ロース芯，超音波画像)

種雄牛「秀幸福」号

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

種雄牛「金華勝」号種雄牛「金華勝」号
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＜対策のポイント＞

中山間地域において，農業生産基盤及び生活環境基盤を総合的に整備します。

※ 未来創造ビジョン体系 １０ 農林水産業の「稼ぐ力」の向上（１－②）
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力の向上」（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

１２ 農村振興に関する施策（１２－１）

■ 県営中山間総合整備事業【継続】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１ 目的

中山間地域において，農業生産基盤及び生活環境基盤の
整備を総合的に行い，農業生産性の向上，国土･環境保全
機能の増進を図る。

２ 事業主体

県 【生産】国：55%，県：30%，地元：15%
H15採択から【環境】国：55%，県：25%，地元：20% など

３ 事業内容

県営中山間総合整備事業 【予算額：1,622,792千円】

４ 事業期間
平成24年度～令和13年度
（令和７年度実施地区における事業期間）

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県 農政部 農地整備課 農村整備係（099-286-3239）

＜事業の流れ＞

（※事業主体が県の場合）

(1)申請
農業者等 → 市町村 → 県 → 国

【令和７年度予算額 1,622,792千円】
財源（国庫：902,800千円，特定：599,625千円，

一財：120,367千円）

（相談・申請） （申請） （申請）

【ほ場整備】

整備前 整備後

【生活環境基盤（防火水槽）】

（負担金） （負担金） （補助金）

(2)実施
農業者等 → 市町村 → 県 ← 国

（実施）
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＜対策のポイント＞

農村地域において，農業生産基盤及び集落基盤を総合的に整備します。

※ 未来創造ビジョン体系 １０ 農林水産業の「稼ぐ力」の向上（１－②）
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力の向上」（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

１２ 農村振興に関する施策（１２－１）

■ 県営農村振興等総合整備事業【継続】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１ 目的

農村地域において，農業生産基盤の整備と集落基盤の整備
を一体的に行い，農村の総合的な振興を図る。

２ 事業主体

県【生産】国：50%，県：28.5%，地元：21.5%
【環境】国：50%，県：25.0%，地元：25.0%

３ 事業内容

県営農村振興総合整備事業 【予算額：106,000千円】

４ 事業期間
平成21年度～令和８年度
（令和７年度実施地区における事業期間）

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県 農政部 農地整備課 農村整備係（099-286-3239）

＜事業の流れ＞

(1)申請
農業者等 → 市町村 → 県 → 国

【令和７年度予算額 106,000千円】
財源（国庫：50,000千円，特定：47,500千円，

一財： 8,500千円）

（相談・申請） （申請） （申請）

【ほ場整備】

（負担金） （負担金） （補助金）

（実施）(2)実施
農業者等 → 市町村 → 県 ← 国

【生態系保全水路の整備】

整備前 整備後
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＜対策のポイント＞

畑作地帯における畑地かんがい施設やほ場の整備，農道整備等の総合的な基盤整備を実施します。

※ 未来創造ビジョン体系 １０ 農林水産業の「稼ぐ力」の向上（２－①）
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力の向上」（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

８ 農業生産の基盤整備及び保全に関する施策

■ 畑地帯総合農地整備事業【継続】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１ 目的

畑地帯が約７割を占める本県農業の生産性向上を図るため，
畑地かんがい施設やほ場の整備などを行う。

２ 事業主体

県 等
(国：50%，県：28.5%，地元：21.5% など)

３ 事業内容

畑地帯総合農地整備事業 【予算額：7,588,439千円】

４ 事業期間
平成20年度～令和15年度
（令和７年度実施地区における事業期間）

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県 農政部 農地整備課 国営・水利係（099-286-3256）

＜事業の流れ＞

（※事業主体が県の場合）

(1)申請
農業者等 → 市町村 → 県 → 国

【令和７年度予算額 7,588,439千円】
財源（国庫：4,320,804千円，特定：2,701,530千円，

一財：566,105千円）

（相談・申請） （申請） （申請）

【ほ場整備】

整備前 整備後

【畑地かんがい施設整備】

貯水池 パイプライン スプリンクラー

（負担金） （負担金） （補助金）

(2)実施
農業者等 → 市町村 → 県 ← 国
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＜対策のポイント＞

水田のほ場整備などを行います。

※ 未来創造ビジョン体系 １０ 農林水産業の「稼ぐ力」の向上（２－①）
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力の向上」（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

８ 農業生産の基盤整備及び保全に関する施策

■ 経営体育成基盤整備事業【継続】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１ 目的

経営体の育成に資する水田のほ場整備等を行い，中・大型
機械の導入による高生産性農業の展開を図る。

２ 事業主体

県 (国：55%，県： 28.5%，地元：16.5% など)

３ 事業内容

経営体育成基盤整備事業 【予算額：2,402,240千円】

４ 事業期間
平成27年度～令和14年度
（令和７年度実施地区における事業期間）

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県 農政部 農地整備課 農村整備係（099-286-3239）

＜事業の流れ＞

（※事業主体が県の場合）

(1)申請
農業者等 → 市町村 → 県 → 国

【令和７年度予算額 2,402,240千円】
財源（国庫：1,309,560千円，特定：972,214千円，

一財：120,466千円）

（相談・申請） （申請） （申請）

【ほ場整備】

整備前

整備後

（負担金） （負担金） （補助金）

（実施）(2)実施
農業者等 → 市町村 → 県 ← 国
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＜対策のポイント＞

農業生産基盤及び集落基盤を総合的に整備します。

※ 未来創造ビジョン体系 １０ 農林水産業の「稼ぐ力」の向上（１－②）
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力の向上」（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

１２ 農村振興に関する施策（１２－１）

■ 団体営農村振興総合整備等統合補助事業【継続】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１ 目的

農村地域において，農業生産基盤の整備と集落基盤の整
備を一体的に行い，農村の総合的な振興を図る。

２ 事業主体

市町村 等
H17採択まで【環境施設以外】国：50%，県：18%，地元：32%

【 環 境 施 設 】国：50%，県： －，地元：50%
H18採択以降【環境施設以外】国：50%，県：16%，地元：34%

【 環 境 施 設 】国：50%，県： －，地元：50%

３ 事業内容

団体営農村振興総合整備事業 【予算額：10,960千円】

４ 事業期間
平成17年度～令和７年度（令和７年度実施地区における事業期間）

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県 農政部 農地整備課 農村整備係（099-286-3239）

＜事業の流れ＞
(1)申請

農業者等 → 市町村等 → 県 → 国

【令和７年度予算額 10,960千円】
財源（国庫：8,000千円，特定：2,000千円，

一財：960千円）

（相談・申請） （申請） （申請）

【ほ場整備】

（負担金） （補助金） （補助金）

(2)実施 （実施）

農業者等 → 市町村等 ← 県 ← 国

【集落道路の整備】

整備前 整備後
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＜対策のポイント＞

中山間地域において，農業生産基盤及び生活環境基盤を総合的に整備します。

※ 未来創造ビジョン体系 １０ 農林水産業の「稼ぐ力」の向上（１－②）
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力の向上」（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

１２ 農村振興に関する施策（１２－１）

■ 団体営中山間総合整備事業【継続】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１ 目的

中山間地域において，農業生産基盤及び生活環境基盤の
整備を総合的に行い，農業生産性の向上，国土･環境保全
機能の増進を図る。

２ 事業主体

市町村
H15採択から【生産】国：55%，県：15%，地元：30% など

３ 事業内容

団体営中山間総合整備事業 【予算額：72,500千円】

４ 事業期間
平成27年度～令和11年度
（令和７年度実施地区における事業期間）

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県 農政部 農地整備課 農村整備係（099-286-3239）

＜事業の流れ＞

（※事業主体が県の場合）

(1)申請
農業者等 → 市町村 → 県 → 国

【令和７年度予算額 72,500千円】
財源（国庫：55,000千円，特定：14,000千円，

一財： 3,500千円）

（相談・申請） （申請） （申請）

【ほ場整備】

整備前 整備後

（負担金） （補助金） （補助金）

(2)実施 （実施）

農業者等 → 市町村 ← 県 ← 国

【鳥獣害防止柵】
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＜対策のポイント＞

地域の実情に応じた迅速かつきめ細やかな農地･農業水利施設等の整備を実施し，生産効率の向上を図ります。

※ 未来創造ビジョン体系 １０ 農林水産業の「稼ぐ力」の向上（２－①）
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力の向上」（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

８ 農業生産の基盤整備及び保全に関する施策

■ 団体営基盤整備促進事業【継続】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１ 目的

農村地域において，地域の実情に応じた迅速かつきめ細や
かな農地･農業水利施設等の整備を行い，生産効率の向上を
図る。

２ 事業主体

市町村 等
(国：55%，県：－ %，地元：45% など)

３ 事業内容

団体営基盤整備促進事業 【予算額：323,281千円】

４ 事業期間
平成30年度～令和10年度
（令和７年度実施地区における事業期間）

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県 農政部 農地整備課 農村整備係（099-286-3239）

＜事業の流れ＞
(1)申請

農業者等 → 市町村等 → 県 → 国

【令和７年度予算額 323,281千円】
財源（国庫：294,451千円，特定：21,000千円，

一財：7,830千円）

（相談・申請） （申請） （申請）

【老朽化した水路の整備】

（負担金） （補助金） （補助金）

(2)実施 （実施）

農業者等 → 市町村等 ← 県 ← 国

【区画拡大（畦畔除去）】

【農作業道の整備】

整備前 整備後

整備前 整備後
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＜対策のポイント＞

農業水利施設の維持管理の助成や管理業務に関する管理体制及び操作体制の整備などを行います。
また，農業水利施設の包蔵水力を活用した小水力発電のための施設整備及び導入支援を行います。

※ 未来創造ビジョン体系 １０ 農林水産業の「稼ぐ力」の向上（２－①）
※ マニフェスト項目 ２ 「稼ぐ力の向上」（農林水産業の「稼ぐ力」の向上）

８ 農業生産の基盤整備及び保全に関する施策

■ 団体営土地改良施設維持管理事業【継続】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１ 目的

公共性，公益性の高い基幹的水利施設について，施設が有
する多面的機能の発揮等のために管理業務の体制整備などを
行う。

２ 事業主体

市町村 等
(国：30%，県：30%，地元：40% など)

３ 事業内容

団体営土地改良施設維持管理事業【予算額：369,845千円】
４ 事業期間

平成９年度～
（令和７年度実施地区における事業期間）

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県 農政部 農地整備課 国営・水利係（099-286-3256）

＜事業の流れ＞

（※事業主体が市町村の場合）

(1)申請
農業者等 → 市町村等 → 県 → 国

【令和７年度予算額 369,845千円】
財源（国庫：217,307千円，特定：11,000千円，

一財：141,538千円）

（相談・申請） （申請） （申請）

【施設の管理】

施設の保守点検 施設周辺の清掃

（負担金） （補助金） （補助金）

（実施）(2)実施
農業者等 → 市町村等 ← 県 ← 国

整備前 整備後

ダムの周辺の流木除去
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＜対策のポイント＞
農作業と農畜産物の輸送をサポートするため，地域の営農状況に応じた基幹農道の整備を進める。

＜政策目標＞
農業経営の大規模化に伴い大型化する農業機械の安全通行の確保や農業用資材の搬入・農作物輸送の効率化，併せて快適な
農村生活環境の実現を図る。
※ 未来創造ビジョン体系 ６ 安心・安全な県民生活の実現

８ 農業生産の基盤整備及び保全に関する施策

■ 農地整備事業(通作･基幹)【継続】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１ 目的
基幹農道の整備により，農産物輸送の合理化，移動時間の

短縮，大型機械の導入促進，これらに伴うコスト縮減による
農業経営の安定化，農村生活環境の改善が見込める。

２ 事業主体（※負担割合）
県（国：55％，県：40.50％，地元：4.50％）

３ 事業内容
農地整備事業（通作・基幹） 【予算額：31,800千円】

４ 事業期間
令和４年度～令和12年度（９か年）
（令和７年度実施地区における事業期間）

【令和７年度予算額 31,800千円】
財源（国庫：16,500千円，特定：13,350千円，一財：1,950千円）

＜事業の流れ＞
(1)申請

農業者等 → 市町村 → 県 → 国

（相談・申請） （申請）（申請）
(2)実施

市町村 → 県（実施） ← 国
（負担金） （補助）

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部農地保全課施設保全係（099-286-3277）

【農道の改良】
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＜対策のポイント＞
農作業と農畜産物の輸送をサポートするため，地域の営農状況に応じた農道の整備を進める。

＜政策目標＞
農業経営の大規模化に伴い大型化する農業機械の安全通行の確保や農業用資材の搬入・農作物輸送の効率化，併せて快適な
農村生活環境の実現を図る。
※ 未来創造ビジョン体系 ６ 安心・安全な県民生活の実現

８ 農業生産の基盤整備及び保全に関する施策

■ 農地整備事業(通作･一般)【継続】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１ 目的
農道の整備により，農産物輸送の合理化，移動時間の短縮，

大型機械の導入促進，これらに伴うコスト縮減による農業経
営の安定化，農村生活環境の改善が見込める。

２ 事業主体（※負担割合）
県（国：50％，県：28.50％，地元：21.50％ など）

３ 事業内容
農地整備事業（通作・一般） 【予算額：190,600千円】

４ 事業期間
平成26年度～令和12年度（17か年）
（令和７年度実施地区における事業期間）

【令和７年度予算額 190,600千円】
財源（国庫：107,500千円，特定：76,400千円，一財：6,700千円）

＜事業の流れ＞
(1)申請

農業者等 → 市町村 → 県 → 国

（相談・申請） （申請）（申請）
(2)実施

市町村 → 県（実施） ← 国
（負担金） （補助）

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部農地保全課施設保全係（099-286-3277）

【農道の改良】
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＜対策のポイント＞
農業生産性の持続的な発展のため，老朽化が進む農道施設の保全対策を実施する。

＜政策目標＞
農道施設の機能保全とライフサイクルコストの低減のため，点検診断・機能保全計画策定とこれに基づく適時・適切な機能
保全対策を実施する。
※ 未来創造ビジョン体系 ６ 安心・安全な県民生活の実現

８ 農業生産の基盤整備及び保全に関する施策

■ 農地整備事業（通作・保全）【継続】

１ 目的
既設の農道について，点検診断を行うとともに機能保全対

策面からの更新整備や農道機能強化対策面等からの整備水準
の向上を図る保全対策等を行う。

２ 事業主体（※負担割合）
県（国：50％，県：28.50％，地元：21.50％ など）

３ 事業内容
農地整備事業（通作・保全）【予算額：1,022,500千円】

４ 事業期間
平成30年度～令和15年度（16か年）
（令和７年度実施地区における事業期間）

【令和７年度予算額 1,022,500千円】
財源（国庫：520,100千円，特定：430,840千円，

一財： 71,560千円）

＜事業の流れ＞
(1)申請

農業者等 → 市町村 → 県 → 国

（相談・申請） （申請）（申請）
(2)実施

市町村 → 県（実施） ← 国
（負担金） （補助）

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部農地保全課施設保全係（099-286-3277）

【農道橋の補修】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
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＜対策のポイント＞
農業生産性の持続的な発展のため，老朽化が進む農業水利施設の機能保全対策を実施する。

＜政策目標＞
農業水利施設の機能保全とライフサイクルコストの低減のため，機能診断・機能保全計画策定とこれに基づく適時・適切な
機能保全対策を実施する。
※ 未来創造ビジョン体系 ６ 安心・安全な県民生活の実現

８ 農業生産の基盤整備及び保全に関する施策

■ 県営かんがい排水事業【継続】

１ 目的
国営・県営により造成された農業水利施設の機能診断，機

能保全計画作成，これに基づく対策工事を一貫して実施する。

２ 事業主体（※負担割合）
県（国：50％，県：25％，地元：25％ など）

３ 事業内容
県営かんがい排水事業 【予算額：1,951,100千円】

４ 事業期間
平成27年度～令和15年度（19年）
（令和７年度実施地区における事業期間）

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部農地保全課施設保全係（099-286-3277）

【令和７年度予算額 1,951,100千円】
財源（国庫：1,070,520千円，特定：802,077千円，

一財：78,503千円）

＜事業の流れ＞
(1)申請

農業者等 → 市町村 → 県 → 国

（相談・申請） （申請）（申請）

(2)実施
農業者等 → 市町村 → 県（実施） ← 国

（分担金） （負担金） （補助）

【頭首工の更新・補修】

【排水ポンプの更新】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
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＜対策のポイント＞
農業水利施設の定期的な整備補修等を実施し,農業水利施設の管理の適正化を図る。

＜政策目標＞
土地改良区等施設管理者の維持管理に対する意識の昂揚を図るとともに，農業水利施設の機能保持と耐用年数の確保のため
必要となる整備補修を実施する。
※ 未来創造ビジョン体系 ６ 安心・安全な県民生活の実現

８ 農業生産の基盤整備及び保全に関する施策

■ 団体営土地改良施設維持管理事業【継続】

１ 目的
団体営規模以上の事業により造成された農業水利施設の機能

保持のため必要となる整備補修や管理の効率化と労力節減を図
るため必要となる設備改善を実施する。

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部農地保全課施設保全係（099-286-3277）

【令和７年度予算額 380,948千円】
財源（国庫：262,150千円，特定：53,000千円，

一財： 65,798千円）

＜事業の流れ＞

【頭首工の設備改善（板堰→転倒ゲート）】

【揚水ポンプの整備補修】

県土連 全土連

県 国

事業実施
市町村，改良区等

事業実施（工事実施）

30%拠出

30%補助金

60%拠出

30%補助金

90%交付金90%交付金

２ 事業主体（※負担割合）
施設を管理している改良区，市町村
（国：30％，県：30％，地元：40％など）

３ 事業内容
団体営土地改良施設維持管理事業【予算額：380,948千円】

４ 事業期間
・加入年度から５年間のいずれかの年度に工事実施
（加入年度事業計画に基づく）

・資金の拠出は５年間継続

90%交付金＋10% 自己負担

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
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＜対策のポイント＞
農地等への災害を未然に防止するため，排水路等の整備に取り組む。

＜政策目標＞
農村地域の防災・減災対策として，ため池や排水路等の農業用施設の整備に取り組む。
※ 未来創造ビジョン体系 ６ 安心・安全な県民生活の実現
※ マニフェスト項目 13 安心・安全な県民生活の実現（№111 災害に強い強靱な県土づくり）

１１ 農業災害防止等に関する施策

■ 県営ため池等整備事業【継続】

１ 目的
農業用施設の災害を未然に防止する。

２ 事業主体（※負担割合）
県 など
（国：55％，県：26.40％，地元：18.70％ など）

３ 事業内容
 防災重点ため池の整備 【予算額：787,290千円】
 用排水施設の防災事業 【予算額：543,200千円】
 農業用河川工作物の整備 【予算額：241,900千円】

４ 事業期間
平成28年度～令和12年度（15か年）
（令和７年度実施地区における事業期間）

【ため池整備】

【用排水施設整備】

【河川工作物応急対策】

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部農地保全課農地防災係（099-286-3281）

＜事業の流れ＞
(1)申請

農業者等 → 市町村 → 県 → 国
（相談・申請） （申請） （申請）

(2)実施 （実施）
農業者等 → 市町村 → 県 ← 国

（負担金） （負担金） （補助金）

【令和７年度予算額 1,572,390千円】
財源（国庫：846,155千円，特定：643,890千円，

一財：82,345千円）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
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＜対策のポイント＞
農地等への災害を未然に防止するため，排水路等の整備に取り組む。

＜政策目標＞
農村地域の防災・減災対策として，ため池や排水路等の農業用施設の整備に取り組む。
※ 未来創造ビジョン体系 ６ 安心・安全な県民生活の実現
※ マニフェスト項目 13 安心・安全な県民生活の実現（№111 災害に強い強靱な県土づくり）

１１ 農業災害防止等に関する施策

■ 県営農地保全整備事業【継続】

１ 目的
農地・農業用施設の災害を未然に防止する。

２ 事業主体（※負担割合）
県 など
（国：55％，県：40.0％，地元：5.0％ など）

３ 事業内容
 畑地帯の侵食を防止の整備【予算額：720,200千円】

４ 事業期間
平成24年度～令和13年度（20か年）
（令和７年度実施地区における事業実施期間）

【排水路整備】

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部農地保全課農地防災係（099-286-3281）

＜事業の流れ＞
(1)申請

農業者等 → 市町村 → 県 → 国
（相談・申請） （申請） （申請）

(2)実施 （実施）
農業者等 → 市町村 → 県 ← 国

（負担金） （負担金） （補助金）

【令和７年度予算額 720,200千円】
財源（国庫：373,890千円，特定：308,990千円，

一財：37,320千円）

整備前

整備後

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
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＜対策のポイント＞
農地等への災害を未然に防止するため，排水路等の整備に取り組む。

＜政策目標＞
農村地域の防災・減災対策として，ため池や排水路等の農業用施設の整備に取り組む。
※ 未来創造ビジョン体系 ６ 安心・安全な県民生活の実現
※ マニフェスト項目 １３ 安心・安全な県民生活の実現（№111 災害に強い強靱な県土づくり）

１１ 農業災害防止等に関する施策

■ 農村地域防災減災事業【継続】

１ 目的
農業用排水路の整備や，農業集落の防災施設整備を総合的

行い災害を未然に防止する。

２ 事業主体（※負担割合）
県 など
（国：55％，県：40.0％，地元：5.0％ など）

３ 事業内容
 農村地域の防災減災事業 【予算額：513,590千円】

（整備事業）
 農村地域の防災減災事業 【予算額：170,400千円】

（調査計画）

４ 事業期間
平成26年度～令和９年度（14か年）
（令和７年度実施地区における事業実施期間）

【用水排水施設整備】

【緊急避難路整備】

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部農地保全課農地防災係（099-286-3281）

＜事業の流れ（県営の場合）＞
(1)申請

農業者等 → 市町村 → 県 → 国
（相談・申請） （申請） （申請）

(2)実施 （実施）
農業者等 → 市町村 → 県 ← 国

（負担金） （負担金） （補助金）

【令和７年度予算額 683,990千円】
財源（国庫：457,350千円，特定：192,975千円，

一財：33,665千円）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
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＜対策のポイント＞
農地等への災害を未然に防止するため，排水路等の整備に取り組む。

＜政策目標＞
農村地域の防災・減災対策として，ため池や排水路等の農業用施設の整備に取り組む。
※ 未来創造ビジョン体系 ６ 安心・安全な県民生活の実現
※ マニフェスト項目 13 安心・安全な県民生活の実現（№111 災害に強い強靱な県土づくり）

１１ 農業災害防止等に関する施策

■ 海岸保全施設整備事業【継続】

１ 目的
高潮による被害を防止するため海岸堤防の整備や既存施設

の長寿命化対策を実施する。

２ 事業主体（※負担割合）
県 など
（国：50％，県：41.4％，地元：8.6％ など）

３ 事業内容
 老朽化した海岸施設の整備 【予算額：274,400千円】
 高潮等による海岸施設の整備【予算額： 19,000千円】
 津波・高潮危機管理対策 【予算額： 50,400千円】

４ 事業期間
平成28年度～令和11年度（14か年）
（令和７年度実施地区における事業実施期間）

【老朽化対策】

【高潮対策】

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部農地保全課農地防災係（099-286-3281）

＜事業の流れ＞
(1)申請

市町村 → 県 → 国
（申請） （申請）

(2)実施 （実施）
市町村 → 県 ← 国

（負担金） （補助金）

【令和７年度予算額 343,800千円】
財源（国庫：172,000千円，特定：128,195千円，

一財：43,605千円）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
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＜対策のポイント＞
農地等への災害を未然に防止するため，排水路等の整備に取り組む。

＜政策目標＞
農村地域の防災・減災対策として，ため池や排水路等の農業用施設の整備に取り組む。
※ 未来創造ビジョン体系 ６ 安心・安全な県民生活の実現
※ マニフェスト項目 13 安心・安全な県民生活の実現（№111 災害に強い強靱な県土づくり）

１１ 農業災害防止等に関する施策

■ 団体営耕地災害復旧事業【継続】

１ 目的
自然気象現象に伴い被災した，農地・農業用施設の復旧を

実施する。

２ 事業主体（※負担割合）（嵩上げあり）
市町村など
（国：50％（農地），65%（施設） など）

３ 事業内容
(1) 過年災の災害復旧 【予算額： 503,020千円】
(2) 現年災の災害復旧 【予算額：2,300,000千円】

４ 事業期間
令和５年度～令和７年度（３年）
（災害復旧は，3カ年で実施（予算の割当））

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部農地保全課農地防災係（099-286-3281）

【令和７年度予算額 2,803,020千円】
財源（国庫：2,671,305千円，特定：104,000千円，

一財：22,715千円）

＜事業の流れ＞
(1)申請

災害発生 → 被害報告 → 査定 → 着工

【農地】

【農業用施設】

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
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＜対策のポイント＞ 本県の地籍の明確化を図るため，県下全域において土地の所有者・地番・地目の調査並びに境界を及び地
籍に関する測量を実施し，地籍図・地籍簿を整備する。

＜政策目標＞ 課税の適正化及び公平化，公共事業の効率化及びコスト縮減，災害復旧の迅速化など

■ 地籍調査事業【継続】

１ 目的
国土の開発及び保全，並びにその利用の高度化に資すると

ともに，地籍の明確化を図るため国土の実態を調査測量する。

２ 事業主体（※負担割合）
市町村（国：50%，県：25%，市町村：25%）

３ 事業内容
 地籍調査 【予算額：651,500千円】

４ 事業期間
昭和28年度～
国土調査十箇年計画（第7次十箇年計画（R2～R11)

〔お問い合わせ先〕
鹿児島県農政部農地保全課国土調査係（099-286-3277）

＜事業の流れ＞
(1)県は都道府県計画に基づき毎年度事業計画を定める。

（協議） （協議）

市町村 県 国
（公示） （設定通知）（公示） （同意） （審査）

（作業規程の届出） （受理）

(2)実施
市町村 県 国

（補助金） （補助金）

【令和７年度予算額 651,500千円】
財源（国庫：434,082千円，一財：217,418千円）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
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